
身体拘束の適正化について考える

（講義・演習）



講師紹介

● 平石健(ひらいしけん)と申します。

● 南風原町と八重瀬町で知的障害者入所施設、相談支援事業所、Ｂ型事業所、生活

介護、ＧＨなどを運営している育成福祉会で１８年、入所施設を中心に生活支援員を

しており、昨年度からサビ管を勤めています。

● 私の事業所は男女５７名の入所施設で、平均区分は５．８。特に男性は３９名中３７

名が強度行動障害を持つなど、日々関わりの難しい利用者さんと向き合いながら支

援を続けています。

● 社会福祉士会からの推薦を受けて令和５年度の虐待防止国研修に参加させて頂き

ました。



虐待通報事例

● 昨年度から３事業所で１０件以上の通報を実施。

● 職員の勇気ある行動。支援員としての責務から伝えられたものが中心。

※まだ当たり前にはなっていない現状。

● 初期の通報に関しては、対応が後手後手に回る場面も・・。

※虐待防止委員会で通報の有無を議論してしまうなど。

● 虐待認定された事案について、行動制限をしない支援の再構築を行う。

※身体拘束適正化委員会、支援会議などで何度も検討を重ねる。



今日の講義での獲得目標・ねらい

⚫ グループワークを通して身体拘束の同意書を家族に説明するた
めの流れや３要件について理解する。

⚫ 身体拘束を適正に行うための制度やプロセスを理解する。
（先ほどの大城さんの講義を思い出しながら）

⚫ 身体拘束適正化委員会の活用の仕方について理解する。

⚫ 行動制限緩和や解除に向けての動きについて考える。



身体拘束はなぜ問題なのか？

● 障害の有無に関わらず全ての人には自分自身の意思で自由に行動し生活する権利があります。一方で、身体拘

束とは、障害者の意思にかかわらず、その人の身体的・物理的な自由を奪い、行動を抑制または制限し、障害者の能

力や権利を奪うことにつながりかねない行為です。

● 障害者虐待防止法では、「正当な理由なく障害者の身体を拘束すること」は身体的虐待にあたる行為とされていま

す。身体拘束は、関節の拘縮や、筋力や心肺機能等、身体能力の低下、褥瘡の発生等の身体的弊害、意思に反して

行動を抑制されることによる不安や怒り、あきらめ、屈辱、苦痛といった精神的な弊害をもたらします。

● このことは家族にも大きな精神的苦痛となるとともに、職員等は問題解決の手段として、安易に身体拘束に頼るよ

うになり、モチベーションや支援技術の低下を招く等の悪循環を引き起こすことになります。そのため、身体拘束の廃

止は、本人の尊厳を回復し、支援の質が低下する悪循環を止める、虐待防止において欠くことのできない取組といえ

ます。

● 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害者支援施設等の人員、設備

及び運営に関する基準」等には、緊急やむを得ない場合を除き身体拘束等を行ってはならないとされています。



身体拘束等をやむを得ず行う場合の３要件

● 切迫性

利用者本人又は利用者等の生命、身体、権利が危険にさらされる危険性が著しく高いことが要件となります。

● 非代替性

身体拘束その他の行動制限を行う以外に代替する帆方法がないことが要件となります。

●一時性
身体拘束その他の行動制限が一時的であることが要件となります。

※さらに、やむを得ず身体拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊
急やむを得ない理由その他必要な事項を記録しなければならないとされています。



やむを得ず身体拘束を行うときの手続き

● 組織による決定と個別支援計画への記載

やむを得ず身体拘束を行うときには、個別支援会議等において組織として慎重に検討・決定する必要があります。こ
の場合、管理者、サービス 管理責任者、運営規程に基づいて選定されている虐待の防止に関する責 任者等、支援
方針について権限を持つ職員が出席していることが大切で す。 身体拘束を行う場合には、個別支援計画に身体拘
束の態様及び時間、 緊急やむを得ない理由を記載します。これは、会議によって身体拘束の 原因となる状況の分
析を徹底的に行い、身体拘束の解消に向けた取組方 針や目標とする解消の時期等を統一した方針の下で決定して
いくために 行うものです。ここでも、利用者個々人のニーズに応じた個別の支援を 検討することが重要です。

● 本人家族への十分な説明

身体拘束を行う場合には、これらの手続きの中で、適宜利用者本人や家族に十分に説明をし、了解を得ることが必
要です。

● 必要な事項の記録

身体拘束を行った場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身 の状況並びに緊急やむを得ない理由等
必要な事項を記録します。



身体拘束に関する説明書・経過観察記録（参考例）



個別支援計画への記載例

（6ヶ月）

個別支援計画に身体拘束の様態及び時間、緊急やむを得ない理由を記載します。これは、会議によっ
て身体拘束の原因となる状況の分析を徹底的に行い、身体拘束の解消に向けて取組方針や目標とす
る解消の時期等を統一した方針の下で決定していくために行うものです。



身体拘束の３要件に該当しなくなったらすぐに解除

⚫緊急やむを得ず身体拘束を行う場合であっても、「緊急やむを得ない場合」に該
当するかどうかを常に観察し、再検討し、3要件に該当しなくなったら、直ちに拘
束を解除します。

⚫この場合には、実際に身体拘束を一時的に解除して状態を観察するなどの対
応をとることが重要とされています。



身体拘束適正化委員会の運営

● 厚労省のガイドラインにおいては年に１回以上の開催が求められている。虐待防止委員会と合
わせて実施しても良いと記載されている。

※虐待防止委員会の中で取り組みとして行ってもよい。

→私の事業所では、２か月に１度、虐待防止委員会を開催し、身体拘束、行動制限についての確
認を行っている。しかし、複数事業所が混在していることや、協議の内容、参加者の選定などの理
由により、具体的な対策については支援会議や、寮会議、個別支援計画会議などで話し合われる
ことが多い。結果、話し合いや対策はその時にその時に応じて実施してはいるものの、『身体拘束・
行動制限』としてはまとめられておらず、根拠や支援体制、現状を把握・説明するのに時間を要して
いた。

そこで、各会議などで身体拘束について関わる書類について一つのフォルダと綴りを作り、データ
と紙ベースでまとめた結果、これらの情報を集めやすくなり、支援につなげやすくなったり、説明が
しやすくなるなどのメリットがあった。監査の際にも有効であった。虐待防止委員会でもこのファイル
は活用されている。



ロールプレイ

～ご家族へ身体拘束等を行うことの説明をする～



自己紹介（５分）
⚫事業所名

⚫お名前

⚫身体拘束を行っている利用者さんの有無

⚫身体拘束せざるを得ない難しさ



ロールプレイの基本情報
事例 ： 居室の施錠

施設入所当初から不意に他者に手が出ていたYさん。職員が間に入ることでなんとなくやり過ごしていましたが、入所から5ヶ月ほど経

過すると誰かがそばに来るだけで手や頭が出てしまい他害を防ぐことが困難になってきました。また、壁などへの頭突きを繰り返して

怪我をしてしまうことも多くなりました。しかし、職員がそばにいることも苦手で、そのことからさらに課題行動を誘発させてしまいます。

そして、〇月〇日、他利用者に対しての他害行為を防げず怪我をさせてしまう事故が発生しました。勤務していた3人の職員はその場

で話し合い、Ｙさんを居室に誘導して施錠しました。

その後、サービス管理責任者がケース会議を開き、当面の支援方針や行動制限について検討し、下記の方針としました。

①玄関前の居室へ引っ越す（本人用スペースと他の利用者の居住空間の境目に木製のパーテーションを配置して環境を分離した）。

②壁や床に頭をぶつける自傷行為が顕著に見られたことから、本人用スペースの全ての壁や床に保護材として、クッションやジョイン

トマットを取り付けた。

③職員がユニットに入室する時に、他害行為や自傷行為が出やすいためＹさんの居室とスタッフルームの間には段ボール箱を組み

立てて緩衝材とした。

④利用者誘導や外部の方（清掃職員、医師の確認、見学者など）ユニットに入る際には、居室へ誘導してパーテーションを立て、合わ

せて居室の施錠対応もしていた。

行動制限の方針として、約1ヶ月間の期間で、施錠時間は1日で2時間程度と設定し、施錠時の記録をこまめに行うことを統一した。



ロールプレイ配役決め（１０分）

設定：身体拘束を行うことを、家族へ説明を行い、同意を得る。

配役を決める

①サービス管理責任者 （1回目： 2回目： ）

②生活支援員 （1回目： 2回目： ）

③家族１ （1回目： 2回目： ）

④家族２ （1回目： 2回目： ）

⑤任意の参加者 （1回目： 2回目： ）

＊配役⑤については、自由に設定可（例：相談支援専門員、管理者等）



ロールプレイの役作り（２０分）

●サビ管＆支援員（＆管理者）チーム、家族１＆家族２（＆相談員）チーム分かれて、そ
れぞれ、どのような根拠をもって、どのような手順で、どのような内容を伝えるか（身体拘
束が適正であるか否かとその理由）を各チームで話し合う。施設チームは納得してもらえ
るように、家族チームは身体拘束をして欲しくないという考えをどう伝えるかをまとめる。

（どのような根拠で、手順で、内容で家族もしくは施設に伝えるか）

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫



ロールプレイ～話し合いの日～（１０分）

⚫サービス管理責任者役、生活支援員役、（管理者役）は、身体拘束
について説明をして、同意を得る。

⚫家族役、（相談員役）は、基本姿勢として身体拘束について同意しな
い。事業所側から説明を受けても質問を投げかけるなど、同意しな
い姿勢を通す。



ロールプレイの感想を述べあう（１０分）

⚫サービス管理責任者役、生活支援員役は家族への説明を実施して、
難しく感じたこと、もっと工夫すべき点等の意見を述べる。

⚫家族役は事業所側からの説明を受けての感想、また、家族として説
明を受けた際の心情などについて意見を述べる。

※まとめておいて下さい。休憩の後、発表があります！



休 憩 （10分）



発 表 （１０分）
⚫説明の難しかったところ

⚫もっと工夫すべき点

⚫意見が分かれたところ

⚫納得できたところとできなかったところ（その理由）

⚫その他 斬新な意見など



身体拘束を許容する考え方を問い直そう

⚫身体拘束は行う理由として、障害者の家族の同意により許容されるという
意見があります。確かに、家族が事業所側の説明を聞き、身体拘束に同意
する場合がほとんだと思います。しかし、その同意は家族にとって、他に方
法のない、やむを得ない選択であったこと、そして縛られている場面を見て、
家族は混乱し、苦悩していることを、我々福祉事業所職員は真剣に受け止
めなければなりません。

⚫家族への説明内容は十分に検討し、誰がどのように説明するかなどの準
備と日頃からの家族との関係性作りが重要です。



具体的な身体拘束ごとの工夫のポイント

①徘徊しないように、車いす、ベットに体幹や四肢等をひもで縛る。

【工夫】

⚫徘徊そのものを問題として考えるのではなく、そのような行動をする原因、理由
を究明し、対応策をとる。

⚫転倒しても骨折やけがをしないような環境を整える。

⚫スキンシップを図る、見守りを強化・工夫するなど、常に関心を寄せておく。



具体的な身体拘束ごとの工夫のポイント

②脱衣やおむつはずしを制限するために、介護服（つなぎ服）を着せる。

【工夫】

⚫おむつに頼らない排せつを目指す。

⚫脱衣やおむつはずしの原因や目的を究明し、それを除くようにする。

⚫かゆみや不快感を取り除く。

⚫見守りを強化するとともに、他に関心を向けるようにする。



● 身体拘束を誘発する原因を探り除去する

身体拘束をやむを得ず行う理由として、次のような状況を防止するために「必要」と言われることがある。

• 徘徊や興奮状態での周囲への迷惑行為

• 転倒のおそれのある不安定な歩行や点滴の除去などの危険行為な行動

• かきむしりや体をたたき続けるなどの自傷行為

• 姿勢の崩れ、体位保持が困難であること

しかし、それらの状況には必ずその人なりの理由や原因があり、支援する側の関わり方や環境に問題が

あることも少なくない。したがって、その人なりの理由や原因を徹底的に探り、除去する支援が必要であり、

そうすれば身体拘束を行う必要もなくなるのである。

身体拘束をせずにケアを行うために ３つの原則
「身体拘束ゼロの手引き」を参考に



身体拘束をせずにケアを行うために ３つの原則
「身体拘束ゼロの手引き」を参考に

● ５つの基本的ケアを徹底する

• そのためには、まず、基本的な支援を十分に行い、生活のリズムを整えることが重要である。①

起きる、②食べる、③排せつする、④清潔にする、⑤活動する（アクティビティ）という5つの基本的

事項について、その人にあった十分なケアを徹底することである。

• 例えば、「③排せつする」ことについて、ア.自分で排せつできる、イ.声かけ、見守りがあれば排せ

つできる、ウ.尿意、便意はあるが、部分的な介助が必要、エ.ほとんど自分で排せつできないと

いった基本的な状態と、その他の状態アセスメントを行いつつ、それを基に個人ごとの適切な支

援を検討する。
25



● 身体拘束廃止をきっかけに「よりよい支援」の実現を

• 身体拘束の廃止を実現していく取り組みは、福祉事業所における支援全体の向上や生活環境の

改善のきっかけとなりうる。

• 「身体拘束廃止」を最終ゴールとせず、身体拘束を廃止していく過程で提起された様々な課題を

真摯に受け止め、よりよい支援の実現に取り組んでいくことが期待される。

身体拘束をせずにケアを行うために ３つの原則
「身体拘束ゼロの手引き」を参考に



私の事業所の今・・・

⚫ 私の事業所は冒頭でもお話しました育成福祉会の中の沖縄中央育成園あおぞら荘というところです。

⚫ 私たちは朝の引継ぎで他害行為や自傷行為、破損行為、迷惑行為その他トラブルなどがなければそ

の日は幸せです。もちろん、常時その状態であるわけでないのですが、1日の中で何度かあるその緊張

の瞬間に、時に同時多発的に訪れるその時に、常に満点の支援で対応するのは難しいです。

⚫ そんな中で職員さん達は若い方も含めて耐えながらも明るく頑張っています。

⚫ 環境が強度行動障害に与える影響を日々痛感しながら、限られたスペースの中で工夫して、人も物も

時間も環境も、文字通り『やりくり』しています。

⚫ 職員さんが積極的に利用者さんを外に出すことで社会資源を活用していることが、利用者さんの情緒

面の支援に一役買っています。

⚫ 身体拘束を行っている利用者さんは５名。今年支援の過程で難しくなってしまった利用者さんが新たに

２人、更に昨年まで外れていた方について１名、健康上の理由で今年再度必要かどうかを今検討して

いるところです。



石川学院さんのGH

私の事業所のこれから・・・

どうしていいかわからない

受け入れる支援だけでは改善はしない

職員の個性を失わないレベルでの統一支援

家族への説明と同意

身体拘束せざるを得ない

破損行為

他害行為

しっかりと日々の記録に残しておく

自傷行為
破壊と創造の日々

３要件

母の想い

支援スキルの言語化
『それは支援ですよ』

適切な環境
限られたスペース

本人もつらい

投薬調整？

職員の負担沖縄中央育成園あおぞら荘

高志保園さんの利用者さんのためにデザインされた環境

利用者さんのための建築

小グループ・ユニット式

こだわりのぶつかり合い

あきらめ
個別支援計画書

支援の根拠

絶対落ち着くリスク分散



ま と め〜「身体拘束の適正化について」〜

⚫ 身体拘束等は何故してはいけないのかを理解して支援にあたる。

⚫ 身体拘束は３要件を満たしているか常に確認する必要がある。

※身体拘束適正化委員会、個別支援計画、支援記録の活用。

⚫ 同意書を取る場合はご家族の気持ちを考え、また、支援の根拠を
しっかりと説明できるようにする。

⚫ 利用者さんの環境改善も含めて、身体拘束を行わなければならな
い状況に至る前の支援について考えておく必要がある。
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